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【
う
ら
へ
続
く
】

連
合
・
全
労
連

年
７
２
０
時
間
上
限
・
残
業

代
ゼ
ロ
に
反
対

　
　
　
　
　
「
働
き
方
改
革
」
中
央
公
聴
会

　

21
日
に
行
わ
れ
た
衆
院

予
算
委
員
会
の
中
央
公

聴
会
で
、
連
合
の
逢
見
事

務
局
長
お
よ
び
全
労
連
の

小
田
川
議
長
が
、
安
倍
内

閣
の
「
働
き
方
改
革
」
に

対
し
て
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。

　

逢
見
氏
は
「
残
業
代

ゼ
ロ
」
法
案
に
含
ま
れ
る

裁
量
労
働
制
の
拡
大
に
つ

い
て
、「
ノ
ル
マ
を
持
た

さ
れ
た
営
業
マ
ン
が
働
く

時
間
を
自
由
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
と
は
思
え
な

い
。
長
時
間
労
働
を
助
長

し
か
ね
な
い
」と
反
対
し
、

「
労
働
時
間
を
適
切
に
把

握
す
る
こ
と
は
重
要
だ
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

小
田
川
氏
は
、「
働
き

方
改
革
実
現
会
議
」
で

残
業
時
間
規
制
の
上
限
を

「
年
間
７
２
０
時
間
」
な

ど
と
す
る
案
に
つ
い
て
、

「
過
労
死
認
定
基
準
さ
え

超
え
る
時
間
が
、
検
討
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
と
す

れ
ば
論
外
だ
」と
批
判
し
、

労
働
者
の
実
態
を
踏
ま
え

て
①
最
低
賃
金
の
大
幅
引

き
上
げ
②
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
実
現
③
労
働
時
間

の
規
制
強
化―

を
提
案
し

ま
し
た
。

「
森
友
学
園
」
疑
惑

　

８
億
円
値
引
き　
誰
が
関
与
し
た
の
か

　
　

安
倍
首
相
に
調
査
・
解
明
の
責
任

　

学
校
法
人
「
森
友
学

園
」
が
、
豊
中
市
に
開

設
予
定
の
小
学
校
用
地

の
た
め
に
、
10
億
円
近

い
国
有
地
を
、
わ
ず
か

１
億
３
４
０
０
万
円
と
い

う
安
値
で
払
い
下
げ
た
問

題
。
廃
棄
物
が
出
た
な
ど

の
口
実
で
８
億
円
も
値
引

き
す
る
な
ど
と
い
う
の
は

担
当
者
だ
け
で
で
き
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

３
月
１
、２
両
日
国
会

で
日
本
共
産
党
の
小
池

書
記
局
長
が
、
自
民
党
議

員
事
務
所
の
面
談
記
録
を

も
と
に
森
友
学
園
の
政
界

工
作
の
一
端
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
そ
の
質
疑
を

通
じ
て
、
①
森
友
学
園
の

籠
池
理
事
長
が
自
民
党
の

鴻
池
参
院
議
員
に
国
有
地

の
値
引
き
を
働
き
か
け
て

い
た
②
鴻
池
議
員
は
口
利

き
を
拒
否
し
た
③
土
地
売

買
は
森
友
学
園
側
の
シ
ナ

リ
オ
通
り
に
な
っ
た―

と

い
う
経
過
が
明
ら
か
に
な

り
、
政
治
家
の
関
与
が
あ

っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
き
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
、
会
計
検

査
院
が
検
査
す
べ
き
な
ど

言
い
逃
れ
に
終
始
し
て
い

ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く

国
有
地
は
国
民
の
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
首
相
は
み

ず
か
ら
疑
惑
解
明
に

動
く
責
任
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
安
倍
首
相

は
か
ね
て
「
森
友
学

園
」
の
教
育
を
評
価

し
て
お
り
、
昭
恵
夫

人
は
新
設
さ
れ
る
小

学
校
の
名
誉
校
長
に

一
度
は
就
任
し
て
い

た
な
ど
道
義
的
責
任

が
首
相
夫
妻
に
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
春
闘
。「
ス

ト
一
票
投
票
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労

組
全
体
で
98
・
３
％
、
持

株
総
分
会
は
99
％
だ
っ

た
」「
要
求
の
満
額
獲
得

は
絶
対
必
要
だ
」「
会
社

は
賃
上
げ
す
る
と
財
務
が

厳
し
く
な
る
と
言
う
が
、

株
主
へ
の
配
当
は
10
年
間

で
４
・
８
倍
に
増
や
し
た

と
強
調
す
る
。お
か
し
い
。

賃
上
げ
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
学
園
へ
の
国
有
地

売
却
問
題
。「
共
産
党
の

小
池
晃
議
員
は
入
手
し
た

面
会
記
録
で
質
問
し
た
。

迫
力
あ
っ
た
」「
鴻
池
自

民
党
議
員
は
記
者
会
見
で

突
き
返
し
た
と
い
う
が
、

秘
書
は
そ
の
後
何
度
も
面

会
し
て
い
る
」「
安
倍
首

相
は
会
計
検
査
院
に
丸
投

げ
す
る
が
、
会
計
検
査
院

は
誰
が
関
与
し
た
か
は
調

べ
な
い
」「
森
友
学
園
理

事
長
や
関
係
者
を
国
会
に

呼
ん
で
徹
底
的
に
解
明
す

べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
教
育
内
容
も
大
問
題

だ
」「
園
児
に
教
育
勅
語

を
暗
唱
さ
せ
、
運
動
会
で

『
安
保
法
案
、
国
会
通
過
、

良
か
っ
た
』
を
宣
誓
さ
せ

た
。
こ
の
教
育
の
ど
こ
が

素
晴
ら
し
い
」「
幼
稚
園

児
に
政
治
教
育
な
ど
と
ん

で
も
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

豊
洲
移
転
問
題
。「
都

議
会
百
条
委
員
会
が
石
原

元
知
事
の
証
人
喚
問
を
３

月
20
日
に
決
め
た
」「
浜

渦
元
副
知
事
や
元
市
場

日
本
は
ダ
ン
ト
ツ
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

ＪＲ東海のリニア支援より

　切実な地方路線の支援を

　

国
鉄
民
営
化
に
よ

っ
て
東
海
道
新
幹
線

を
譲
渡
さ
れ
た
こ
と

で
、
営
業
収
入
５
５
５

６
億
円
と
い
う
高
収
益
を

あ
げ
て
い
る
JR
東
海
に
、

政
府
は
リ
ニ
ア
新
幹
線

で
３
兆
円
を
投
融
資
し
ま

す
。

　

日
本
共
産
党
の
本
村

議
員
は
17
日
の
衆
院
予

算
委
員
会
で
、「
特
定

の
企
業
に
あ
か
ら
さ
ま

な
優
遇
を
し
て
い
い
の

か
」
と
批
判
す
る
と
と

も
に
、
２
０
０
０
年
度
以

降
、
全
国
39
路
線
７
７
１

Km
が
廃
線
と
な
り
、
JR

北
海
道
は
10
路
線
13
区
間

１
２
３
７
Km
を
単
独
で
維

持
で
き
な
い
と
発
表
し
た

と
指
摘
。
大
も
う
け
を
あ

げ
て
い
る
JR
東
海
・
リ
ニ

ア
へ
の
支
援
で
は
な
く
、

地
域
生
活
の
基
盤
で
あ

る
地
方
路
線
を
支
援
す
べ

き
だ
と
追
及
し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
「
JR
北
海

道
、
四
国
、
貨
物
等
々
に

対
す
る
支
援
は
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

　　　福島原発事故から６年
　　　　～福島・祈りを超えて～
反原発！国会前大集会 +首相官邸前抗議

３月１１日（土）17：00～ 19：00
国会正門前＆首相官邸前
　　　主催：首都圏反原発連合

大
学
の
軍
事
化
に
警
鐘

　

世
界
平
和
ア
ピ
ー
ル
七
人
委
員
会

　

世
界
平
和
ア
ピ
ー
ル
七

人
委
員
会
は
２
月
24
日
、

大
学
・
研
究
機
関
な
ど
が

軍
事
化
す
る
危
険
に
警
鐘

を
鳴
ら
す
訴
え
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

訴
え
は
、
安
倍
政
権
の

も
と
、
防
衛
省
が
資
金
提

供
し
、
大
学
な
ど
と
の
共

同
研
究
を
拡
大
し
て
い
る

現
状
を
あ
げ
、「
軍
国
主

義
へ
の
道
を
ひ
た
走
っ
て

い
る
」、「
学
術
を
軍
事
研

究
に
積
極
的
に
動
員
す
る

動
き
が
公
然
と
進
め
ら
れ

て
い
る
」
と
批
判
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
国
民
に
対
し
て

〝
日
本
の
科
学
・
技
術
の

成
果
が
武
器
と
し
て
輸

出
さ
れ
、
殺
り
く
に
手

を
貸
す
こ
と
に
な
っ
て

よ
い
の
か
〞
と
問
い
、
一

人
一
人
が
判
断
し
て
声

を
あ
げ
る
よ
う
訴
え
て

い
ま
す
。
同
七
人
委
員
会

は
、
１
９
５
５
年
に
結
成

さ
れ
、
現
在
、
作
家
の
高

村
薫
氏
や
宇
宙
物
理
学
者

の
池
内
了
氏
な
ど
が
メ
ン

バ
ー
で
す
。

長
、
東
京
ガ
ス
関
係
者

も
喚
問
さ
れ
る
」「
３
日

の
石
原
元
知
事
の
記
者
会

見
は
、
従
来
の
繰
り
返
し

だ
っ
た
」「
責
任
転
嫁
だ
。

誠
意
が
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
日
本
大
震
災
か
ら

６
年
。「
被
災
３
県
で

７
万
１
１
０
０
人
も
が
、

今
も
仮
設
住
宅
で
の
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
」「
岩

手
、
宮
城
両
県
は
住
宅
再

建
が
進
み
入
居
者
が
減
っ

て
い
る
」「
福
島
県
は
原

発
事
故
で
先
行
き
は
見
通

せ
な
い
」「
被
災
者
の
要

望
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が

必
要
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

共
謀
罪
の
条
文
明
ら

か
に
。「
条
文
に
『
テ
ロ
』

の
表
記
が
な
か
っ
た
。
世

論
対
策
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
」「
捜
査
機
関
の
裁

量
で
解
釈
が
拡
大
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
」「
内
心
の

　水存在？の惑星
　　地球から４０光年
　　　　星の周りに７個
英科学誌ネイチャー　２月 22日

　

地
球
か
ら
約
40
光
年
に

あ
る
星
の
周
り
に
地
球
サ

イ
ズ
の
惑
星
が
７
個
あ
る

と
国
際
研
究
チ
ー
ム
が
発

表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
星
は
、
太
陽
の
１

割
程
度
の
大
き
さ
で
、
表

面
温
度
が
低
く
て
暗
い

赤
い
光
を
放
つ
赤
色
矮わ

い
せ
い星

「
ト
ラ
ピ
ス
ト―

１
」で
す
。

７
個
の
惑
星
は
こ
の
周
り

を
公
転
し
て
い
ま
す
。

　

７
個
の
う
ち
内
側
の
６

個
は
、
地
球
と
同
じ
岩
石

型
の
惑
星
で
公
転
周
期
が

１
・
５
日
か
ら
12
・
４
日

と
短
く
、
ト
ラ
ピ
ス
ト―

処
罰
に
つ
な
が
る
恐
れ

や
一
般
市
民
も
対
象
に
な

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
世

界
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
、

小
平
奈
緒
選
手
が
総
合
優

勝
。「
日
本
勢
の
優
勝
は

黑
岩
彰
氏
以
来
、
30
年
ぶ

り
２
人
目
の
快
挙
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
マ
ラ
ソ
ン
、
キ
プ

サ
ン
グ
選
手
（
ケ
ニ
ア
）

が
国
内
最
速
の
２
時
間
３

分
58
秒
で
優
勝
。「
12
年

ロ
ン
ド
ン
五
輪
銅
メ
ダ
ル

の
選
手
だ
」「
日
本
人
ト

ッ
プ
は
８
位
。
世
界
と
の

力
の
差
を
感
じ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
よ
う
や
く
ま
と
ま
っ

た
雨
が
降
っ
た
」「
桜
の

開
花
は
東
京
が
一
番
早

く
、
３
月
22
日
と
発
表
さ

れ
た
」

１
か
ら
の
距
離
も
、
太
陽

と
太
陽
に
一
番
近
い
水
星

と
の
距
離
よ
り
も
近
い
と

こ
ろ
を
回
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ピ
ス
ト―

１
の
表
面

温
度
が
低
い
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
惑
星
に
は
水
が
液

体
で
存
在
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
み
て
い
ま
す
。


